或 冬 曇りの 午後、 わたし は 中央線の 汽車の 窓に 一 列 

ちちろん 

の 山脈 を 眺めて ゐた。 山脈 は 勿論 まつ 白だった。 が、 

それ は 雪と 言 ふよりも 山脈の 皮膚に 近い 色 をして ゐた _ 

わたし はかう 言 ふ 山脈 を 見ながら、 ふと 或 小事 件 を 思 

ひ 出した。 —— 

もう 四 五 年 以前にな つた、 やはり 或 冬 曇りの 午後、 

わたし は 或 友 だち の アトリエに、 —— 見すぼらしい 錶 

ものの スト ォヴの 前に 彼 やその モデルと 話して ゐた。 

あぶら ゑ ほか 

アトリエに は 彼 自身の 油 画の 外に 何も 装飾になる もの 

まきたばこ く は 

はなかった。 巻 煙草 を啣 へた 断髪の モデル も、 —— 彼 



まぶた もた 

を 与へ たらしかった。 彼女 は 赤い 眶を 擡げ、 彼女の 

吐いた 煙の 輪に ぢ つと 目 を 注いで ゐた。 それから や は 

り 空中 を 見た まま、 誰に ともなし にこん な こと を 言つ 

た。 II 

「それ は 肌 も 同じ だ わね。 あたし もこの 商売 を 始めて 

から、 すっかり 肌 を 荒して しまった もの。 …… 」 

或 冬 曇りの 午後、 わたし は 中央線の 汽車の 窓に 一 列 

の 山脈 を 眺めて ゐた。 山脈 は 勿論 まつ 白だった。 が、 

さめはだ 

それ は 雪と 言 ふよりも 人間の 鮫肌に 近い 色 をして ゐた。 

わたし はかう 言 ふ 山脈 を 見ながら、 ふと あの モデル を 



まつげ あ ひのこ 

思 ひ 出した、 あの 一本 も 睫毛の ない、 混血児 じみた 日 

本の 娘さん を。 

(大正 十四 年 四月) 
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